
平成２６年度兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験について

１ 募集区分の変更について

現行の特別支援学校区分の募集を以下のように拡大する。

現行

・特別支援学校区分

この結果募集区分は次のようになる。

現行

・小学校区分

試験内容

第１次試験：一般教養

教科専門(小学校)

第２次試験：面接、実技

免許：小学校免許所有

・中学校区分

試験内容

第１次試験：一般教養

教科専門(中学校)

第２次試験：面接

実技(必要な教科のみ実施)

免許：中学校免許所有

・特別支援学校区分

試験内容

第１次試験：一般教養

教科専門(特別支援学校)

第２次試験：面接

免許：特別支援学校免許所有

平成２５年度実施

① 小学校・特別支援学校区分

② 中学校・特別支援学校区分

③ 特別支援学校区分（現行区分と同じ）

平成２５年度実施

①小学校・特別支援学校区分

試験内容：特別支援学校受験者も現行の小学

校区分と同じ試験内容を受験

免許：小学校受験者は小学校免許、特別支援

学校受験者は小学校免許及び特別支援

学校免許を所有

②中学校・特別支援学校区分

試験内容：特別支援学校受験者も中学校のい

ずれかの教科で出願し、当該教科

の受験者と同じ試験内容を受験

免許：中学校受験者は中学校免許、特別支援

学校受験者は出願した教科の中学校免

許及び特別支援学校免許を所有

※ 上記①、②において特別支援学校免許を所有

する受験者は、特別支援学校を第１希望または

第２希望として希望することができる。

③特別支援学校区分

（試験内容、免許とも現行と同じ）

なお、平成２５年度実施から、どの区分でも、特別支援学校で合格した者は県立特別支援学校

または市立特別支援学校に採用されます。



２ 第１次試験の一般教養試験への「教職教養」の導入について

一般教養の出題に、教職教養の内容を含めて出題する。

現行

○一般教養試験

・内容は一般教養に関するもの

英語の運用力をみる問題、

情報機器の利用について

の問題を含む

・出題形式は択一式

３ 現職教諭等の第１次選考試験免除の取扱について

現職教諭等の受験者には、第１次試験において一般教養の受験を課すこととする。

現行

○ア 公立学校および国立大学法

人附属学校の現職の教諭、養護

教諭または栄養教諭

イ 平成 25 年 3月 31 日現在、休

職・育児休業期間等、勤務実態

のない期間を除き、２年以上の

勤務経験を有する者

上記のいずれにも該当する者は、

希望により第１次選考試験が免除

される。

４ 国語・英語への第２希望の導入について

中学校区分と高等学校区分の間の第２希望について、現行は数学のみ実施しているが、平成

２５年度実施の採用試験から国語と英語にも数学と同様の第２希望の扱いを導入する。

現行

○中学校区分（数学）及び高等学校

区分（数学）の受験者のうち当該

免許を持つ者は、第２希望として

高等学校（数学）または中学校（数

学）を希望できる。

ただし、平成２５年度実施の中学校・特別支援学校区分で特別支援学校免許を持つ者の第２

希望は、高等学校または特別支援学校のいずれか一方しか認めないこととする。

平成２５年度実施

○一般教養試験

・内容は一般教養に関するもの

英語の運用力をみる問題、情報機器の利用

についての問題、教職教養に関する問題を

含む

・出題形式は択一式

平成２５年度実施

○ア、イの要件は現行のとおり

（ただし、イは平成 26年 3 月 31 日現在となる）

上記のいずれにも該当する者は、希望により第１

次選考試験において教科専門試験のみが免除され

る（一般教養試験は実施）。

平成２５年度実施

○中学校・特別支援学校区分（国語・数学・英語）

及び高等学校区分（国語・数学・英語）の受験者

のうち当該免許を持つ者は、第２希望として高等

学校（国語・数学・英語）または中学校・特別支

援学校区分（国語・数学・英語）を希望できる。



（参考）

１ 募集区分の変更について

平成２５年度実施

① 小学校・特別支援学校区分

② 中学校・特別支援学校区分

③ 特別支援学校区分

（１）小学校受験者は①で受験

・小学校免許所有が要件で、試験内容は第１次試験、第２次試験とも現行と同じです。

・小学校受験者が、さらに特別支援学校免許を所有している場合、第２希望として特別支援

学校を出願することができます。

（２）中学校受験者は②で受験

・中学校免許所有が要件で、試験内容は第１次試験、第２次試験とも現行と同じです。

・中学校受験者が、さらに特別支援学校免許を所有している場合、第２希望として特別支援

学校を出願することができます。

（３）特別支援学校受験者は①、②、③のいずれかで受験

・「小学校・特別支援学校区分」を受験する特別支援学校希望者は、小学校免許と特別支援

学校免許の両方が必要です。試験内容は、第１次試験、第２次試験とも現行の小学校受

験者と同じです。さらに、第１希望の特別支援学校に加え、第２希望として小学校を希

望することができます。

・「中学校・特別支援学校区分」を受験する特別支援学校希望者は、中学校のいずれかの教

科で出願しますので、当該中学校免許と特別支援学校免許の両方が必要です。試験内容

は、第１次試験、第２次試験とも、出願教科の現行の中学校当該教科受験者と同じです。

さらに、第１希望の特別支援学校に加え、第２希望として中学校当該教科を希望するこ

とができます。

・「特別支援学校区分」は免許、試験内容とも現行の特別支援学校試験と同じです。

２ 第２希望について

第２希望として申告する校種・教科の免許を所有する場合、次のような第１希望と第２希望

の組合せがあります。

第１希望 第２希望できる校種・教科 備考

小学校 特別支援学校 新規

高等学校（数学） (継続)
数学

特別支援学校 新規

高等学校（国語、英語） 新規
国語、英語

特別支援学校 新規

中学校

国語･数学･英語

以外の教科
特別支援学校 新規

数学 中学校（数学） (継続)

高等学校
国語、英語 中学校（国語、英語） 新規

小学校 新規
特別支援学校

中学校（該当教科） 新規


